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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 独自資金『農業支援資金融資』   ＪＡ名 ＪＡ東京むさし（東京都）     

１ 動機 

（経緯） 

 当組合では、正組合員の生業である農業を営むために必要な資金を、簡便な方

法で円滑に融資し、側面から農業支援を図ることを目的として、独自商品『農業

支援資金融資』を平成１３年より取扱いを開始しました。 

２ 概要 貸出対象者  耕作地を１，０００㎡以上所有している正組合員およびその後継

者 

貸出限度額  １０万円～３，０００万円 

①ＪＡプロパー貸付枠 １０万円～１，５００万円 

       ②基金協会保証付保枠 １０万円～１，５００万円 

貸出期間   １０年以内（借換の場合は残存期間内） 

資金使途   農業用機械器具取得資金・農業用建築物構築物造成資金等 

貸出利率   基準金利（住宅ローンプライムレート）より一定利率を軽減 

保証人    連帯保証人１名以上、基金協会保証付保枠については原則不要 

担保     不要 

３ 成果 

（効果） 

 チラシを作成し、店舗・得意先係の推進、支部回覧での全戸回覧の実施等を行

い利便性をアピールした結果、平成２３年度は６件１，１８０万円の貸出実績が

ありました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 組合員の生業である農業の側面支援の観点、また経営理念においても『健康で

豊かな「農」を基にしたまちづくり』を掲げていますので今後とも相談・推進活

動に努め、多くの組合員にご利用いただきたいと考えています。 

 


